
一一ムハ

等
の
場
合
の
課
税
の
特
例
(
第
百
十
八
条
|
第
百
二
十
条
)

告
(
第
百
二
十
一
条
�
 第
百
二
十
八
条
)

l

び
決
定
〔
第
百
二
十
九
条
�
 第
百
三
十
七
条
)

l

色
申
告
(
第
百
二
十
一
条
�
 第
百
二
十
八
条
)

l

ヲ
」
、
�
 

「
第
百
六
十
四
条
」
を
「
第
百
六
十
三
条
」

に
改
め
る
。

正
及
び
決
定
(
第
百
二
十
九
条
|
第
百
三
十
七
条
)
」

yv

第
二
条
第
十
二
号
の
六
及
び
第
十
二
号
の
六
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

十
二
の
六

現
物
分
配
法
人

現
物
分
配
(
法
人
(
公
益
法
人
等
及
び
人
格
の
な
い
社
団
等
を
除
く
。
)
が
そ
の
株
主
等

に
対
し
当
該
法
人
の
次
に
掲
げ
る
事
由
に
よ
り
金
銭
以
外
の
資
産
の
交
付
を
す
る
こ
と
を
い
う
。
次
号
及
、
び
第
十
一
一
号

の
十
五
に
お
い
て
同
じ
。
)

に
よ
り
そ
の
有
す
る
資
産
の
移
転
を
行
っ
た
法
人
を
い
う
。

ロ イ

剰
余
金
の
配
当
(
株
式
又
は
出
資
に
係
る
も
の
に
限
る
も
の
と
し
、
資
本
剰
余
金
の
額
の
減
少
に
伴
う
も
の
及
び

分
割
型
分
割
に
よ
る
も
の
を
除
く
。
)
若
し
く
は
利
益
の
配
当
(
分
割
型
分
割
に
よ
る
も
の
を
除
く
。
)

又
は
剰
余

金
の
分
配
(
出
資
に
係
る
も
の
に
限
る
。
)

第
二
十
四
条
第
一
項
第
三
号
か
ら
第
六
号
ま
で

(
配
当
等
の
額
と
み
な
す
金
額
)

に
掲
げ
る
事
由

L一一
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•  
o 
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ム
ア
ニ
の
六
の

設
現
物
分
配
法
人

現
物
分
配
に
よ
り
現
物
分
記
読
人
か
ら
資
産
の
移
転
を
受
け
た
法
人
を
い
う
。

第
二
条
第
十
二
号
の
七
の
五
中
「
第
賠
条
の
こ
に
規
定
す
る
完
企
支
配
関
係
」
を
辺
去
半
支
記
関
係
(
第
四
条
の
ニ
に
規

定
ず
る
政
令
で
定
め
る
欝
係
に
畑
山
る
。
以
下 
ζ

の
特
に
お
い
て
問
、
じ
。
)
」
に
改
め
、

「
当
該
い
を
部
り
、
問
号
を
需
条
第

十
二
号
の
七
の
七
と
し
、
関
条
第
十
二
号
の
七
の
四
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

十
ニ
の
七
の
五
支
蹴
関
係

一
の
者
が
法
人
の
発
行
済
株
式
若
し
く
は
出
資
〈
議
該
法
人
が
か
有
す
る
自
己
の
掠
式
又
は

出
資
一
を
掠
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

「
発
行
済
株
式
等
」
と
い
う
。
〉

の
総
数
若
し
く
は
総
額
の
一
自
分
の
五
十
を
趨

え
る
数
脅
し
く
は
金
額
の
繰
式
若
し
く
は
出
資
を
臨
機
苦
し
く
法
閥
横
に
保
有
す
る
関
係
と
し
て
政
令
で
定
め
る
鞘
係

〈
以
下
こ
の
号
に
お
い
て

「
当
事
者
間
の
支
配
の
鵬
関
係
」
と
い
う
。
)

又
は
一
の
者
と
の
間
に
当
事
者
調
の
支
配
の
欝

係
が
あ
る
法
人
相
互
の
隣
係
を
い
う
。

十
一
一
の
七
の
六

完
全
支
配
関
係

一
の
者
が
法
人
の
発
行
済
紙
式
紘
一
?
の
全
部
を
陸
竣
若
し
く
は
鴇
壌
に
保
有
す
る
関
係

と
し
て
政
令
で
定
め
る
謂
係
〈
以
下
と
の
号
に
お
い
て
「
当
事
者
聞
の
完
全
支
配
の
関
係
」
と
い
う
。
〉
又
は
)
の
者

と
の
問
に
当
事
者
間
の
完
全
支
記
の
関
係
が
あ
る
法
人
棺
互
の
祷
孫
を
い
う
。

第
一
一
条
第
十
二
号
の
八
中
「
発
行
摘
株
式
又
は
出
資
(
昌
三
が
有
す
る
書
記
の
株
式
又
は
出
擦
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に

一…七

( 

" 

〆

に



の お
い
て

「
発
行
機
株
式
等
」
と
い
う
。
〉
」
を
「
発
行
持
株
式
等
」
に
改
め
、

ゴ
第
十
一
一
号
の
ふ
1

一
に
お
い
て
閉
じ
」
を

関
り
、
問
号
イ
中
「
が
始
方
の
法
人
の
発
行
済
株
式
等
の
全
部
を
臨
機
又
は
間
扱
に
保
有
す
る
関
係
い
を
「
に
よ
る
完
全
文

説
関
部
」
に
改
め
、

局
ロ
ザ

「
が
他
方
の
法
人
の
発
行
凄
株
式
等
の
総
数
(
出
資
に
あ
っ
て
は
、
総
額
。
以
下
第
十
二
号

六
ま
で
に
お
い
て
開
閉
じ
。
)
の
百
分
の
五
十
を
超
え
、
か
っ
、
百
分
の
吾
に
議
た
な
い
数
(
出
資
に
あ
っ
て
は
、
金

額
。
以
下
第
十
一
一
号
の
ト
ム
ハ
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
)
の
蘇
式
(
出
資
を
含
む
。
以
下
第
ト
二
号
の
十
六
ま
で
に
お
い
て

じ
。
〉
を
直
接
又
は
剖
識
に
保
有
す
る
関
係
い
を
「
に
よ
る
支
配
関
係
い
に
改
め
、
同
条
鱗
十
一
一
号
の
九
及
が
第
十
一
一
号
の

ふ
ー
そ
次
の
よ
う
に
攻
め
る
。

十
二
の
九

分
割
聖
分
割

次
に
掲
げ
る
分
割
を
い
う
。

ロ イ

分
割
の
日
に
お
い
て
当
該
分
割
に
係
る
分
割
対
鑑
資
産
(
分
割
に
よ
り
分
割
法
人
が
交
付
を
受
け
る
分
割
承
経
法

人
の
株
式
〈
出
資
を
含
む
。
以
下
第
十
二
号
の
し
i
六
ま
で
に
お
い
て
問
じ
。
)

そ
の
勉
の
資
産
を
い
う
。
以
下
第
十

一
一
間
い
つ
の
十
一
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
〉

の
す
べ
て
が
分
締
法
人
の
株
主
等
に
交
付
さ
れ
る
場
合
の
当
該
分
鶴

分
割
対
価
資
産
が
交
付
さ
れ
な
い
分
割
で
、

そ
の
分
説
の
護
誌
に
お
い
て
、
分
説
承
継
法
人
が
分
割
法
人
の
発
行

揖
株
式
等
の
全
部
を
保
有
し
て
い
る
場
合
又
は
分
割
法
人
が
分
割
承
継
法
人
の
株
式
を
保
有
し
て
い
な
い
場
合
の
当

八
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ロ イ

九

該
分
割

十
二
の
十

町、f

分
社
翠
分
倒
的

次
に
掲
げ
る
分
割
を
い
う
。

分
割
の
自
に
お
い
て
当
該
分
割
に
係
る
分
割
対
部
資
産
が
分
割
法
人
の
株
主
等
ピ
交
品
約
さ
れ
な
い
場
合
の
当
数
分

割
〈
分
割
対
部
資
産
が
交
付
さ
れ
る
も
の
に
蹴
る
。
〉

分
割
対
価
紫
斑
が
交
付
さ
れ
な
い
分
説
で
、
そ
の
分
割
の
瀧
前
に
お
い
て
分
寵
法
人
が
分
鶴
承
継
法
人
の
株
式
を

保
有
し
て
い
る
場
合
(
分
割
承
継
法
人
が
分
語
法
入
の
発
行
済
株
式
等
の
全
部
を
保
有
し
て
い
る
場
合
を
除
く
。
)

の
当
該
分
割

第
ニ
条
第
十
…
一
口
…
勺
の
ふ 
i

一

「
(
分
割
型
分
割
に
あ
っ
て
昨
分
割
法
人
の
株
主
等
ど
い
を
「
で
分
割
対
価
資
'
婚
と
し
て
」

に
殺
め
、

「
。
以
下
こ
の
既
得
に
お
い
て
同
じ
い
を
照
り
、

吋
〈
当
該
株
主
等
に
対
す
る
機
余
金
の
配
当
等
と
し
て
交
付
さ
れ

る
分
割
対
価
資
産
以
外
の
金
銭
そ
の
他
の
資
産
を
除
く
。
〉
が
交
付
さ
れ
ず
、

か
つ
」
を
「
が
交
付
さ
れ
な
い
も
の

(
当
該

株
式
が
交
付
さ
れ
る
分
欝
望
分
割
に
あ
っ
て
は
」
に
、

「
当
該
株
主
等
の
有
す
る
」
を
「
分
割
法
人
の
株
主
等
む
有
す
る
当

該
い
に
改
め
、

叶
の
数
」

の
下
に
「
〈
出
資
に
あ
っ
て
は
、
金
額
)
」

を
加
え
、

「
、
分
社
型
分
制
間
に
あ
っ
て
は
分
割
法
人

に
分
制
承
継
法
人
の
株
式
又
は
分
割
承
継
親
法
人
株
式
の
い
ず
れ
か
一
方
の
株
式
以
外
の
資
産
が
交
付
窓
れ
な
い
も
の
に
」



十

の
十
五
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を
削
り
、
同
号
イ
中
「
が
他
方
の
法
人
の
発
行
済
株
式
等
の
全
部
を
直
接
又
は
間
接
に
保
有
す
る
関
係
」

を
「
に
よ
る
完
全

支
配
関
係
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
が
他
方
の
法
人
の
発
行
済
株
式
等
の
総
数
の
百
分
の
五
十
を
超
え
、

か
つ
、

百
分
の
百

に
満
た
な
い
数
の
株
式
を
直
接
又
は
間
接
に
保
有
す
る
関
係
」
を
「
に
よ
る
支
配
関
係
」
に
改
め
、
同
条
第
十
二
号
の
十
四

千
中
「
が
他
方
の
法
人
の
発
行
済
株
式
等
の
全
部
を
直
接
又
は
間
接
に
保
有
す
る
関
係
」
を
「
に
よ
る
完
全
支
配
関
係
」
に

改
め
、
同
号
ロ
中
「
が
他
方
の
法
人
の
発
行
済
株
式
等
の
総
数
の
百
分
の
五
十
を
超
え
、
か
っ
、
百
分
の
百
に
満
た
な
い
数

の
株
式
を
直
接
又
は
間
接
に
保
有
す
る
関
係
」
を
「
に
よ
る
支
配
関
係
」
に
改
め
、
同
条
第
十
二
号
の
す
五
を
次
の
よ
う
に

改
め
る
。

適
格
現
物
分
配

内
国
法
人
を
現
物
分
配
法
人
と
す
る
現
物
分
配
の
う
ち
、

そ
の
現
物
分
配
に
よ
り
資
産

の
移
転
を
受
け
る
者
が
そ
の
現
物
分
配
の
直
前
に
お
い
て
当
該
内
国
法
人
と
の
問
に
完
全
支
配
関
係
が
あ
る
内
国
法
人

(
普
通
法
人
又
は
協
同
組
合
等
に
限
る
。
)

の
み
で
あ
る
も
の
を
い
う
。

第
二
条
第
十
二
号
の
十
六
イ
中
「
同
一
の
者
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
法
人
の
発
行
済
株
式
等
の
全
部
を
直
接
又
は
間
接
に

保
有
さ
れ
る
関
係
」
を
「
当
該
株
式
交
換
完
全
親
法
人
に
よ
る
完
全
支
配
関
係
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
が
他
方
の
法
人
の

発
行
済
株
式
等
の
総
数
の
百
分
の
五
十
を
超
え
、

か
っ
、
百
分
の
百
に
満
た
な
い
数
の
株
式
を
直
接
又
は
間
接
に
保
有
す
る 
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占、 

鵠
的
関
」
宇
佐
「
に
よ
る
支
組
関
係
」
に
改
め
、
同
号
ロ

ω中
「
、
現
物
出
魔
法
人
又
は
挙
後
設
立
法
人
い
を
「
又
は
環
物
出
資

法
人
い
に
、

「
、
適
格
現
物
出
資
又
は
適
格
事
後
設
立
い
を
「
又
は
謹
格
現
物
出
資
」
に
、

「
繭
格
範
一
験
再
編
成
」
を
「
適

-
J

務
合
併
等
」
に
、

に、菰
檎
の
従
業
者
」
に
、 「

相
当
す
る
数
の
者
の
全
部
い
を
「
直
能
の
従
業
者
の
全
部
い
足
、

「
、
被
現
物
出
資
法
人
又
は
殺
事
後

設
立
法
人
い
を
「
又
は
被
現
物
出
資
法
人
い
に
、

「
に
は
、
当
該
拍
担
当
す
る
数
の
者
」
を
「
に
は
、
当
該
童
話
の
従
業
者
」

が
当
該
い
そ
「
〉

で
語
読
」
に
、

「
こ
と
が
見
込
ま
れ
、
か
っ
、
当
該
相
当
す
る
散
の
者
」
を
「
者
の
数
と
当
競

「
も
の
が
当
該
」
を
「
も
の
で
当
該
い
に
、

「
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
。
い
を
「
者
の
数
と

を
合
計
し
た
数
が
当
該
直
前
の
設
業
者
の
総
数
の
お
お
む
ね
百
分
の
八
十
以
上
に
相
当
す
る
数
と
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て

い
る
こ
と
。
」
に
改
め
、
同
号
ロ
川
中
「
適
格
組
織
一
階
繍
或
」
を
「
適
格
合
併
等
」

に
改
め
、
開
条
第
十
」
一
時
の
十
七
イ
中

「
同
一
の
者
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
法
人
の
発
行
済
掠
式
〈
自
邑
が
有
す
る
閥
臼
の
株
式
を
除
く
。

ロ
に
お

て
罰
じ
。
〉

の
全
部
を
磁
按
若
し
く
泣
間
接
に
保
有
さ
れ
る
関
係
」
を
昌
一
一
の
者
に
よ
る
完
全
文
蹴
関
係
」
に
改
め
、
同
号
ロ

他
方
の
法
人
の
発
行
済
株
式
の
総
数
の
百
分
の
五
ι
一
ー
を
超
え
、
か
っ
、
苔
分
の
官
に
瀧
た
な
い
数
の
株
式
を
議
接
又
は
間
接

に
保
有
す
る
関
偶
」
を
「
に
よ
る
支
車
関
係
い
に
改
め
、
色
調
吟
ロ

ωJ
L
中
「
溜
格
組
織
再
編
成
」
を
「
適
格
合
併
等
ん
に
、

は
、
一
当
該
紹
潟
つ
す
る
数
の
者
」
を
「
に
は
、
当
該

「
相
当
す
る
数
の
者
の
全
部
い
を
「
直
前
の
夜
業
者
の
全
部
」
に
、
�
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中
「
溜
格
組
織
再
編
成
い
を
ぷ
胞
格
合
併
等
い
に
改
め
、
開
条

機
ニ
十
九
号
の
…
…
ハ

ω

「
部
分
立
限
る
。
〉
い
の
下

中
ぷ
明
投
法
い
の
下
に
「
〈
平
成
十
七
年
法
律
第
八
十
六
号
)
」
を
、

む
「
(
事
業
議
機
等
の
承
認
等
〉
」
を
加
え
、
河
条
第
二
一
十
五
号
か
ら
第
:
に
i

二
号
を
削
ー
り
、
同
条
第
四
十
三
号
を
関
条
瀦
一
一
一
ナ
九
号
と
し
、
問
条
第
山
間

号

室
前
の
従
業
者
」
に
、

「
)
が
当
該
」
を 

3

で
当
該
」
に
、

「
こ
と
が
見
込
ま
れ
、
か
っ
、
当
該
相
当
す
る
数
の
者
い
を

「
者
の
数
と
当
該
直
前
の
提
業
者
」
に
、

「
も
の
が
当
該
」
を
「
も
の
で
当
該
」
に
、

「
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
る
と

と
。
い
を
「
者
の
数
と
を
合
計
し
た
数
が
当
該
直
前
の
挺
業
者
の
総
数
の
お
お
む
ね
百
分
の
八
十
以
上
に
相
当
す
る
数
と
な

る
ご
と
が
胤
逃
ま
れ
て
い
る
こ
と
。
い
に
改
め
、
同
時
口

ω

七
号
ま
で
を
削
り
、
同
条
第
三
十
八
号
を
河

条
第
三
十
五
号
と
し
、
同
条
第
三
十
九
号
を
日
間
条
第
三
十
六
号
と
し
、
持
条
第

十
号
中
「
及
び
第
三
十
三
号
か
ら
第
三
十

i

七
号
ま
で
」
を
「
、
第
三
十
三
号
及
、
び
第
三
十
四
号
」
に
改
め
、
同
号
を
出
向
条
第
一
三
十
七
号
と
し
、
同
条
第
罷
十
一
号
を
開

条
第
一
一
一
十
八
号
と
し
、
同
条
第
到
し

吋
第
十
九
条
〈
納
税
地
指
定
の
銭
分
の
取
措
し
が
あ
っ
た
場
合
の
申
告
等
の
効
力
〉
、
次
編
第
二
戦
第
一
節
い
を
「
こ
の

織
、
次
鱗
第
一
章
第
一
節
及
び
第
五
認
の
ニ
第
一
館
」
に
、

古
川
、
口
第
百

間
開
条
の
一
一
第
冊
同
市
明
」
を
「
並
び
に
第
穏

五
条
第
一
一
一
環
第
五
時
及
び
第
思
議
〕
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
間
十
号
と
し
、
持
条
第
盟
十
五
坊
を
同
条
第
四
十
一
号
と

し
、
月
間
条
第
四
十
六
号
か
ら
第
四

八
号
ま
で
を
題
号
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

仁ド



く

ミ:

務
部
条
の
降
一

「
発
行
済
株
式
又
は
出
資
〈
'
自
己
が
有
す
る
'
自
己
の
株
式
又
は
出
資
を
脇
陣
く
。
)

の
全
部
を
直
接
又
は
問

接
に
保
有
す
る
関
係
と
し
て
政
令
で
定
め
る
額
係
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
」
を
「
連
結
除
外
法
人
〈
普
通
法
人
玖
外
の
法

入
、
破
藤
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
た
法
人
、
資
産
の
流
動
化
に
関
す
る
法
律
第
一
一
条
第
五
羽
〈
定
義
)
に
規
定
す
る
特
窓

践
的
会
社
そ
の
他
殺
令
で
定
め
る
法
人
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
開
じ
。
)
及
刊
以
外
国
法
人
が
介
在
し
な
い
も
の
と

し
て
政
令
で
定
め
る
関
係
に
限
る
。
以
下
乙
の
章
い
に
、

「
普
違
法
人
に
限
る
も
の
と
し
、
清
算
中
の
法
人
、
資
避
の
流
動

化
に
関
す
る
法
律
第
一
一
条
第
三
現
〈
定
義
)
に
規
定
す
る
特
定
自
的
会
社
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
法
人
」
そ
「
謹
結
除
外
法

人
い
に
改
め
る
。

第
間
同
条
の
一
一
一
第
一
寝
中
「
開
条
に
規
恕
す
る
」
を
黙
り
、

「
〈
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
完
全
支
配
濁
係
」
と
い
う
。
〉

が
あ
る
謡
条
」 

-PM

「
が
あ
る
同
条
い
に
、

ニ
ハ
月
い
を
ご
一
一
丹
い
に
改
め
、
持
条
第
六
嶋
中
「
田
内
条
」
を
「
こ
の
項
の
規
定

の
適
用
を
受
け
て
同
条
」
に
、

「
六
月
」
そ
「
三
月
い
に
、

「
五
丹
い
を
「
一
一
月
い
民
改
め
、
同
条
第
八
項
中
「
志
向
対
」
を

「
一
一
月
」
に
改
め
、
際
条
第
九
現
第
一
号
中
「
及
、
び
次
号
」
及
、
び
…
「
(
次
号
に
お
い
て

「
関
遇
措
人
」
と
い
う
。
)
」
を
削

り
、
同
項
第
一
一
号
を
削
り
、
関
饗
第
三
号
中
立
堅
一
号
」
を
「
品
開
口
さ
に
改
め
、

用
問
号
後
間
噴
第
一 
h

号
と
し
、
同
条
終
十
項

中
「
第
十
五
条
の
ニ
第
一
一
明
快
(
連
結
率
幾
年
震
の
意
畿
)
」
を
「
第
十
限
条
第
一
一
項
(
第
一
号
に
係
る
部
分
に
翻
る
。
次
項
目

C 



O 


O 


に
お
い
て
開
じ
。
〉

〈
み
な
し
事
業
年
度
〉
い
に
、

「
関
内
務
各
号
に
定
め
る
期
間
の
務
総
の
日
」
そ
「
同
日
の
前
日
の
潟
、
ず

る
開
号
に
規
定
す
る
丹
次
決
算
期
間
の
末
日
の
判
明
以
日
」
に
絞
め
、
開
条
第
十
一
項
第
一
号
中
「
及
び
次
号
」
及
、
引
「
(
次
吟

に
お
い
て

「
関
連
法
人
」
と
い
う
。
)
」
を
削
り
、

「
翌
吾
」

の
下
に
「
〈
第
ト
一
四
条
第
二
凄
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場

合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
翌 

と
当
該
前
日
の
属
す
る
問
項
第
一
号
に
規
定
す
る
月
次
決
算
罵
慣
の
末
日
の
翌
日
と
の
う
ち
い

ず
れ
か
遅
い
日
)
」
を
加
え
、
調
項
第
二
号
を
削
り
、
同
寝
第
一
一
一
守
中
立
則
二
号
」
を
「
怒
号
」
に
改
め
、
「
な
っ
た
話
」

E

の
下
に
叶
〈
第
十
四
条
第
二
議
の
螺
窓
の
滴
用
そ
焚
け
る
問
機
会
に
あ
っ
て
は
、
同
日
の
前
自
の
路
ず
る
問
現
第
一
号 

規
定

す
る
丹
次
決
算
期
間
の
来
日
の
翌
nn〉
」
を
加
え
、
同
号
を
間
前
例
第
二
号
と
す
る
。

第
四
条
の
五
第
三
項
第
一
号
中
「
第
四
条
の
三
に
規
定
す
る
」
及
び
「
(
第
七
号
に
お
い
て
「
完
全
支
配
関
係
」
と
い


ぅ
。
)
」
を
削
り
、
同
項
第

号
中
「
連
結
子
法
人
の
解
散
」
の
下
に

「
(
合
併
又
は
破
産
手
続
開
開
始
の
決
定
に
よ
る
解
散


に
態
る
。
)

又
は
残
余
財
産
の
磯
窓
」
を
、

「
の
日
)
い

の
下
見
「
又
は
そ
の
残
余
財
醸
の
確
定
の
自
の
想
日
」
を
加
え
、


照
明
快
第
丑
吟
山
町
「
〈
解
散
し
た
も
の
を
除
く
。
〉
い
そ
州
制
り
、

「
第
一
一
一
号
い
を
辺
倒
一
一
号
」
に
敢
め
る
。


第
五
条
中
「
各
事
業
年
度
の
」
を
「
、
各
事
業
年
肢
の
」
立
改
め
、

「
、
清
算
所
得
に
つ
い
て
清
算
所
得
に
対
す
る
法
人

税
を
」
を
削
る
。 

M
L
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主主

第
六
条
を
揺
り
、
第
六
条
の
一
一
を
第
六
条
と
す
る
。

第
七
糸
川
中
「
説
得
及
、
び
清
算
所
得
い
を
吋
所
得
い
に
改
め
、

「
そ
れ
ぞ
れ
」
及
、
び
「
及
、
び
清
算
所
得
に
対
す
る
法
人
税
」

そ
削
る
。

第
八
条
中
「
第
六
条
の
こ
い
を
「
第
六
条
」
に
改
め
る
。

S
m

第
十
条
の
一
ニ
第
一
項
第
一
一
一
号
を
削
る
。

第
十
二
条
第
三
項
中
「
、
各
連
結
事
業
年
産
」
を
「
及
び
各
連
結
事
業
年
震
」
に
攻
め
、

「
及
び
清
算
所
得
の
金
額
」
を

割
る
。終

十
盟
条
中
「
第
六
号
か
ら
第
八
号
ま
で
」
を
「
鱒
五
号
か
ら
第
七
号
ま
で
い
に
、

「
第
九
号
、
第
十
四
号
、
簸
十
五
号

及
、
部
第
十
七
号
い
そ 

八
号
、
瀦
十
一
…
号
、
第
十
三
時
及
び
燐
十
百
号
い
に
、

「
第
十
三
号
及
、
び
鱗
十
八
号
い
を
「
峨
約
十

一
号
及
び
第
十
六
号
」
に
、

「
第
十
六
号
い
を
叶
第
十
凶
号
い
に
改
め
、
開
条
第
…
号
中
「
で
あ
る
普
理
法
人
又
治
協
同
間
続

会
等
」
を
「
(
連
結
子
法
人
を
除
く
。
)
」
に
改
め
、

「
(
第
十
号
に
掲
、
げ
る
場
合
を
除
く
。
)
」
を
隣
り
、
間
関
条
第
二
号

中
「
第
十
一
号
」
を
「
第
十
号
」
に
改
め
、
問
問
条
第
三
号
を
削
り
、
詞
条
第
密
号
中
「
次
号
、
第
七
号
及
、
び
第
二
十
号
」
を

「
以
下
こ
の
寝
及
、
び
次
項
」
に
、

「
第
六
号
与
を
「
第
五
号
」
に
改
め
、
向
号
を
開
条
第
一
一
一
号
と
し
、
開
条
第
五
号
中
「
第

/ 

人



V 

八
号
し
を

「
第
七
号
」
に
改
め
、
同
号
を
再
条
第
四
号
と
し
、
同
条
第
六
号
中
「
完
全
支
配
関
係
を
い
う
」
を

「
致
令
で
定

め
る
回
帰
係
に
限
る
」
に
、

「
こ
の
号
及
び
第
八
号
」
を
「
こ
の
噴
及
、
び
次
項
」
に
改
め
、

同
号
を
同
条
第
百
号
と
し
、
同
条

第
七
号
小
「
〈
当
該
他
の
山
内
同
法
人
が
第
十
五
条
の
一
一
第
竺
頃
の
規
定
の
連
関
加
を
受
け
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
難
関
は
、

当
該
鵠
の
内
閲
池
山
人
の
加
入
制
の
鵜
す
る
事
業
年
版
の
盟
事
業
年
腹
開
始
の
門
ね
か
ら
そ
の
開
始
の
日
の
属
す
る
連
絡
緩
法
人

事
業
年
度
終
了
の
日
ま
で
の
期
間
と
す
る
。
)
」
そ
削
り
、
間
口
ザ
を
問
問
条
第
六
号
と
し
、
同
議
第
八
号
を
薄
条
第
七
同
行
と

し
、
田
川
条
第
九
号
山
中
「
次
句
、
欝
十
一
号
、
第
十
三
時
か
ら
第
十
五
号
ま
で
及
び
第
十
七
号
か
ら
第
一
一
十
号
ま
で
」
を
「
次

口
汚
か
ら
第
十
三
号
ま
で
及
び
第
十
五
号
か
ら
第
十
八
号
ま
で
」
に
改
め
、
同
月
号
を
同
条
第
八
号
と
し
、
河
条
第
十
号
中
「
解

議
(
合
併
に
よ
る
解
散
を
除
く
。
〉
を
し
た
」

を
「
破
産
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
た
」
に
、

「
解
散
の
日
」
を
「
破
産
手

続
開
開
始
の
決
定
の
日
」
に
改
め
、
河
口
η
を
川
内
条
第
九
号
と
し
、
同
条
第
十
凋
口
巧
小
「
連
結
子
治
人
が
い
そ
「
連
絡
子
法
人

の
い
託
、

「
解
散
し
た
い
そ
「
解
散
し
、

又
は
鶏
余
財
藤
が
確
定
し
た
い
に
改
め
、

日
い
の
下
に
「
又
は
残
余
財
惑
の

鑑
定
の
日
い
そ
加
え
、
間
以
げ
仙
台
間
条
第
十
号
よ
し
、
川
内
条
第
十
二
門
戸
げ
を
削
り
、
同
条
第
十
一
一
一
埼
を
同
条
第
十
一
号
と
し
、

条
第
十
回
汚
か
ら
第
悶
一
十
二
号
ま
で
を
こ
号
ず
つ
繰
り
上
げ
、
同
条
第
一
一
十
三
号
中
「
場
合
」
の
下
に
「
(
第
十
号
に
揮
、
げ

る
場
合
を
除
く
。
)
」
を
加
え
、

日
内
号
を
田
内
条
第
二
十
一
号
と
し
、

同
条
第
二

号出 
T

「
内
霞
法
人
で
あ
る
普
通
法
人
又

占

/、

。
 

O 




/ 

→1:; 

は
協
問
題
合
等
で
清
算
中
の
も
の
い
を
「
清
算
中
の
内
国
法
人
〈
議
結
子
法
人
を
除
く
。
)
」
に
改
め
、

再開 

η
品
化
問
条
第
一
…

2 

ニ
号
と
し
、
詞
条
第
二
十
五
号
か
ら
第
二
十
七
号
ま
で
を
こ
号
ず
つ
繰
り
上
げ
、
間
関
条
に
次
の
一
壌
を
加
え
る
。

擦
問
問
条
の
二
に
規
定
す
る
能
の
内
盟
法
人
が
、
前
項
第
六
ロ
ザ
又
は
第
七
号
む
掲
げ
る
場
合
日
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た

場
合
(
同
現
鱗
八
号
又
法
第
十
一
号
に
掲
げ
る
場
合
に
も
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
を
徐
〈
。
〉
に
お
い
て
、
当
該

強
の
内
国
法
人
の
こ
の
項
の
規
定
の
適
用
が
な
い
も
の
と
し
た
場
合
に
揺
入
日
〈
前
項
第
六
戸
げ
に
規
定
す
る
加
入
自
又
は

問
現
第
七
号
に
規
定
す
る
加
入
日
を
い
う
。
以
下
こ
の
壊
に
お
い
て
同
じ
。
〉

の
前
日
の
臆
す
る
事
業
年
度
に
係
る
第
七

四
条
第
一
寝
(
確
定
申
告
)

の
規
定
に
よ
る
申
告
議
闘
の
提
出
期
隈
と
な
る
日
ま
で
に
、
こ
の
慣
例
の
規
定
の
適
用
を
受
け

る
陸
そ
の
拍
財
務
省
令
で
定
め
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類
を
納
税
地
の
所
轄
税
務
署
長
に
提
出
し
た
と
き
は
、
次
の
各
問
符

に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
当
該
各
同
行
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

当
該
加
入
日
か
ら
当
該
加
入
門
口
の
前
日
の
擬
す
る
月
次
決
算
期
間
(
法
人
の
会
計
期
間
同
そ
そ
の
開
始
の
日
以
後
一
丹

ご
と
に
思
分
し
た
各
期
間
〈
最
後
に
一
月
未
満
の
期
摘
を
生
じ
た
と
き
は
、

そ
の
一
月
未
満
の
縄
開
〉
を
い
う
。
以
下

こ
の
号
に
お
い
て
問
じ
。
)
の
末
日
ま
で
継
続
し
て
当
該
誌
の
内
国
法
人
と
濃
紺
親
法
人
又
は
前
項
第
七
号
に
制
規
定
す

る
市
内
属
法
人
と
の
簡
に
当
餓
連
結
襲
法
人
又
は
内
国
法
人
に
よ
る
完
全
支
配
関
係
が
あ
る
場
合
前
条
第
一
項
及
び
鵡 



メえ

礎
第
六
回
可
又
は
第
七
削
げ
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
決

校
、
当
践
的
の
内
悶
法
人
の
事
業
年
撲
と
、
み
な
す
。

イ

掲
げ
る
場
合
の
院
分
に
応
じ
、

M
L

そ
れ
ぞ
れ
次
む
認
め
る
期
間

続
現
第
六
凶
行
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合

当
該
加
入
日
の
前
自
の
壊
す
る
事
業
年
変
甥
始

の
B
か
ら 
w
d
該
前
日
の
賭
す
る
月
次
決
算
期
間
開
の
末
日
ま
で
の
期
間
及
び
当
該
未

ヲ
る
連
結
親
法
人
事
業
年
度
終
了
の 

ま
で
の
諮
問
題

B

の
翌
日
か
ら
当
該
翌
自
の
属
す

E

前
項
第
七
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
第
四
条
の
二
の
承
認
を
受
け
た
と
き

当
該
村
山
入
日
の
前
日
の
属
す
る
事
業
年
境
問
列
強
の
告
か
ら
当
該
前 

の
属
す
る
月
次
決
算
嬬
間
の
米
自
ま
で
の
期

H

関
及
び
当
該
末
日
の
混
日
か
ら
当
該
翌
日
の
購
す
る
連
結
申
諦
特
例
年
度
終
了
の
日
(
当
該
環
日
が
連
鶴
市
議
特
例

年
議
終
了
の
日
後
で
あ
る
場
合
に
は
、
お
一
誠
議
鶴
市
議
特
例
年
縫
終
了
の
日
の
翌
日
の
嬬
ず
る
議
総
綴
法
人
事
業
年

農
耕
ア
の
日
〉
ま
で
の
期
間

前
項
第
七
時
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
鶏
舎
に
お
い
て
、
第
凶
条
の
悶
二
第
‘
項
の
由
主
織
が
却
下

さ
れ
た
と
き

当
該
加
入
日
の
前
日
の
賭
す
る
事
業
年
度
調
婚
の
日
か
ら
当
該
前
日
の
属
す
る
丹
次
決
算
期
間
刊
の
末

5
ま
で
の
期
間
同
(
ハ
に
お
い
て

「
加
入
鵠
期
間
」
と
い
う
。
)
、
当
該
来
日
の
翌
日
か
ら
当
該
翌 

の
罵
す
る
連
結

B

ノ¥ ロ
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F 
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の

申
繍
特
例
年
度
終
了
の
日
ま
で
の
期
間
及
び
そ
の
撚
了
の
日
の
懇
話
か
ら
当
該
翌
日
の
属
す
る
事
業
年
度
終
了
の
日

ま
で
の
期
間
〈
当
該
末
日
の
製
自
が
謀
総
申
請
特
例
年
度
終
了
の
自
後
で
あ
る
場
合
に
は
、
加
入
前
期
間
及
び
当
競

宋
読
の
翌
日
か
ら
は
訓
該
翌
日
の
属
す
る
事
業
年
捜
終
了
の 

ま
で
の
期
間
関
)

E

前
号
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合

前
現
第
六
号
又
は
第
七
号
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

第
十
宜
条
の
一
一
第
一
璃
中
吋
(
当
該
漆
結
拙
税
法
人
を
分
割
法
人
と
す
る
分
嵩
裂
分
翻
を
行
っ
た
場
合
と
は
、
第
十
閉
山
条
第

十
二
号
(
み
な
し
事
業
年
震
)

の
規
定
の
適
用
が
紅
い
も
の
と
し
た
場
合
に
お
け
る
事
業
年
度
〉
」
を
削
り
、
問
問
項
た
だ
し

番
中
「
第
佃
号
」
を
「
第
一
一
一
号
」
に
、

「
第
五
号
及
び
第
六
号
」
を
「
第
四
号
」
に
、

「
)
誌
こ
れ
ら
の
号
」
を
「
〉
泣
同

号
い
に
改
め
、
問
明
快
第
一
号
を
限
り
、
詞
項
第
…
一
号
を
岡
市
明
第
一
号
と
し
、
問
項
第
一
ニ
号
中
「
解
散
し
た
い
を
「
解
散
〈
合

併
又
は
破
政
手
続
開
始
の
決
定
に
よ
る
解
散
に
限
る
。
〉
を
し
、

又
は
残
余
宮
窪
が
確
定
し
た
」
に
改
め
、

の
下
に
「
又
は
残
余
封
産
の
確
定
の
日
」
を
加
え
、
間
口
汚
を
問
問
噴
第
二
号
と
し
、
関
項
第
四
号
を
向
項
第
一
一
一
号
と
し
、
問
問
項

第
五
号
そ
削
り
、
伺
項
第
六
号
中
「
第
四
条
の
こ
に
規
定
す
る
完
全
支
配
関
係
〈
以
下
こ
の
項
及
が
次
項
に
お
い
て
「
完
全

支
配
関
係
」
と
い
う
。
)
」
を
よ
苅
全
支
際
関
係
(
第
盟
条
の
ニ
に
翠
定
ず
る
政
令
で
定
め
る
関
係
に
隠
る
。
以
下
こ
の
現

及
び
次
現
に
お
い
て
問
じ
。
)
」
に
絞
め
、

「
第
問
条
の
三
第
十
一
項
第
一
回
一
つ
い
の
下
に
「
〈
連
結
納
税
の
家
認
の
山
中

71. 


日
〉
」
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f
の
日
ま
で
の
罵
需
と
す
る
。

E

第
十
凶
条
第
一
一
現
金
甲
府
一
時
に
保
る
部
分
に
限
る
。
)

〈
み
な
し
事
業
年
度
〉

の
規
定
の
盛
期
を
受
け
る
法
人
(
同
母

ハ
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
も
の
及
び
持
髄
評
締
法
人
等
で

入
斥
次
決
算

〈
連
結
親
法
人
と
の
聞
に
完
全
支
寵
関

悌
を
有
す
る
こ
と
と
な
っ
た
お
の
前 

の
属
す
る
同
号
に
競
定
す
る
月
次
決
算
期
間
の
米
自
を
い
う
。
以
下
こ
の
慣
例
に
お

い
て
問
じ
。
)
が
開
条
第
一
項
第
五
時
に
規
定
す
る
連
結
申
鏑
特
例
年
度
終
了
の

弘
前
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
)
の
最

初
連
結
事
幾
年
度
は
、
能
壌
第
四
号
の
嬬
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
加
入
月
次
決
算
日
の
翌
日
か
ら
当
該
翌
日
の
属
す
る
連
結

親
法
人
事
業
年
成
格

錆
)
」
を
加
え
、

「
関
諸
法
人
」

を
「
部
該
時
価
評
価
法
人
又
は
同
条
第
九
項
第
一
号
に
競
走
す
る
時
価
評
癌
治
人
が
発
行

識
株
式
又
は
出
議
を
蓋
接
又
は
附
例
議
に
保
有
す
る
も
の

〈
次
現
に
お
い
て

「
時
価
評
秘
法
人
等
」
と
い
う
。
〉
」
に
攻
め
、

「
〈
司
自
の
翌
日
か
ら
問
項
に
規
窓
ず
る
内
冨
法
人
が
第
居
条
の
ニ
の
承
認
を
受
け
た
司
の
難
住
ま
で
の
聞
記
当
該
他
の
内

悶
法
人
(
漆
紬
申
藁
特
例
年
肢
の
中
途
に
お
い
士
当
該
内
面
法
人
と
の
関
に
当
該
内
部
法
人
に
よ
る
潟
該
完
全
支
翻
関
係
を

有
す
る 
ζ

と
と
な
っ
た
も
の
に
線
る
。
)
が
当
談
他
の
内
罰
法
人
を
分
野
法
人
と
す
る
分
割 

…
分
裂
を
行
っ
た
場
合
に
は
、

当
該
内
部
法
人
が
そ
の
承
認
を
受
け
た
詳
の
属
す
る
期
該
他
の
内
罰
法
人
の
事
業
年
渡
掲
揚
の
日
〉
」
を
前
り
、
同
号
を

議
第
四
号
と
し
、
開
条
第
一
一
棋
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

m
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3 

第
十
五
条
の
こ
欝
二
一
項
を
削
る
。

第
二
十
一
一
条
第
五
項
中
「
及
、
び
」
を
「
並
び
に
」
に
改
め
、

「
今
回
む
。
)
」

の
下
に
!
吋
及
び
鶏
余
財
産
の
分
配
又
は
引
渡

し
い
を
加
え
る
。

て
は
、
」
を
加
え
、

第
こ
十
一
一
一
条
第
一
一
地
ハ
中
叶
受
け
る
次
に
い
を
「
次
に
」
に
改
め
、

「
金
綴
と
の
下
に

「
第
一
号
に
掲
げ
る
金
額
に
あ
っ

「
第
一
号
に
掲
げ
る
も
の
」
品
化
「
も
の
及
び
漉
格
現
物
分
院
に 
mm
る
も
の
」
に
、

「
の
う
ち
、
連
結
法

人
検
式
等
(
連
締
法
人
の
株
式
又
は
出
資
の
う
ち
政
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。
以
下
と
の
条
に
お
い
て

じ
。
)
」
を

「
を
受
け
る
と
き
は
、

そ
の
臨
当
等
の
額
〈
完
全
子
法
人
株
式
等
」
に
、

「
の
吉
分
の
五
十
に
相
当
す
る
金
額
並
び
ピ
関
係

法
人
株
式
等
に
係
る
軒
当
等
の
額
」
を
「
に
あ
っ
て
は
、
当
該
配
当
等
の
額
の
百
分
の
五
十
に
相
当
す
る
金
額
)
」
に
改

め
、
同
条
第
一
一
鳴
を
削
り
、
開
条
第
三
項
中
三
郎
二
項
い
そ
「
諮
項
」
に
改
め
、

問
項
を
開
条
第
二
項
と
し
、
問
問
項
の
次
に

次
の
↓
頃
な
加
え
る
。

知
~
嘆
の
規
定
は
、
市
内
鑓
法
人
が
そ
の
受
け
る
配
当
等
の
額
(
第

開
問
条
第
一
瞬
〈
第
四
号
に
係
る
部
分
に
限

る
。
)
の
規
定
に
よ
り
、

そ
の
山
内
冨
法
人
が
受
け
る
割
当
等
の
額
と
み
な
さ
れ
る
金
額
に
限
る
。
以
下
と
の
噴
に
お
い
て

同
じ
。
)

の
元
木
で
あ
る
株
式
又
は
出
資
で
、
そ
の
配
当
等
の
額
の
生
ず
る
幕
開
と
な
る
問
時
に
掲
げ
る
挙
出
が
生
ず
る

" 
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こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
も
の
の
取
得
〈
適
格
合
評
又
は
適
格
分
割
棋
分
蔀
に
よ
る
引
経
ぎ
を
含
む
。
)
を
し
た
場
合
に

お
け
る
そ
の
も
取
得
を
じ
た
株
式
又
は
出
資
に
諮
る
配
当
等
の
額
(
そ
の
予
定
さ
れ
て
い
た
事
由
(
第
六
十
一
条
の
コ
第
十

ム
ハ
閣
制
(
有
価
証
券
の
譲
渡
益
又
は
譲
渡
損
の
益
金
又
は
損
金
算
入
〉

の
規
定
の
適
用
が
あ
る
も
の
を
結
く
。
〉
に
基
因
す

る
も
の
と
し
て
政
令
で
短
め
る
も
の
に
限
る
。
)
に
つ
い
て
は
、
漉
・
照
し
な
い
。

第

三
条
第
四
項
第
二
号
を
断
り
、
詩
項
第
一
号
中
「
漉
給
法
人
株
式
等
」
を
「
完
全
子
法
人
株
式
等
」
に
改
め
、
間

号
を
照
明
第
一
二
号
と
し
、
伺
項
に
第
一
等
及
、
び
第
一
一
号
と
し
て
次
の
こ
考
を
加
え
る
悶

そ
の
保
有
す
る
完
全
子
法
人
株
式
等
む
つ
き
当
該
事
業
年
度
に
お
い
て
受
け
る
配
当
等
の
額
の
合
計
額

ぬ
一
そ
の
保
有
す
る
関
係
法
人
税
式
等
に
つ
き
当
該
事
業
年
肢
に
お
い
て
受
け
る
配
当
等
の
備
の
合
計
額
か
ら
当
該
負
畿

の
利
子
の
額
の
う
ち
詣
該
関
係
法
人
株
式
等
に
係
吋
令
部
分
の
金
額
と
じ
て
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計
算
し
た
金

額
を
控
除
し
た
金
額

第
一
一
十
三
条
第
八
噴
小
「
遺
絡
事
後
設
立
」
を
「
瀧
格
現
物
分
館
」
に
、

「
燐
一
一
場
〈
か
ら
第
一
一
一
現
ま
で
い
を
「
第
一
一
場
及

び
第
三
項
い
に
、

「第
 

fn
壊
」
を
「
第
六
現
」
に
改
め
、
開
演
を
同
条
第
九
壌
と
し
、
開
条
第
七
項
中
「
及
、
び
第
一
一
噴
い
を

削
り
、
同
項
を
部
門
条
第
八
項
と
し
、
障
条
第
六
現
中
「
及
び
第
二
項
」
を
削
り
、

ご
」
れ
ら
い
を
「
河
覆
」
に
改
め
、
関
門
職

空豆
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5
2
 を
間
条
第
七
項
と
し
、
開
条
第
五
噴
中
「
斗
壁
掛
」
を
「
第
四
車
、
ん
に
、

「
連
結
法
人
株
式
等
」
を
「
前
項
に
規
定
す
る
完
全

テ
法
人
株
式
等
」
に
政
め
、
関
惜
慣
を
問
条
第
六
壊
と
し
、
問
条
擦
問
問
墳
の
次
に
次
の
一
明
械
を
加
え
る
。

第
一
項
及
、
び
前
項
に
規
定
す
る
完
全
子
法
人
株
式
等
と
は
、
記
当
等
の
額
の
計
算
期
間
を
通
じ
て
内
題
法
人
と
の
問
に

完
全
支
配
関
係
が
あ
っ
た
越
の
内
閣
法
人
〈
公
設
法
人
等
及
び
人
格
の
な
い
社
団
等
を
除
く
。
)

の
株
式
又
は
出
資
と
し

て
政
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。

第
二
十
三
条
の
ニ
第
一
寝
中
「
ζ

の
項
及
び
次
理
」
を
「
第
三
環
ま
で
」
に
改
め
、

部
門
条
第
四
項
中
「
適
格
事
後
設
ム
は
い

を
「
連
格
現
物
分
配
」
に
改
め
、
問
項
を
向
条
第
五
項
と
し
、
開
条
第
三
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
向
条
第
二
項
中
「
義

明
い
を
「
第
一
一
明
い
に
改
め
、
間
内
閣
慣
を
開
条
第
一
二
壌
と
し
、
開
門
条
第
…
環
の
次
に
次
の
一
惜
慌
を
加
え
る
。

前
項
の
規
定
は
、

罰
法
人
が
そ
の
受
け
る
剰
余
金
の
麗
当
選
曹
の
額
(
次
条
鱗
‘
項
〈
第
四
常
に
採
る
部
分
に
際

J

)

る 

の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
内
国
法
人
が
受
け
る
剰
余
金
の
記
当
等
の
額
と
み
な
さ
れ
る
金
額
に
震
る
。
以
下
こ
の
項

に
お
い
て
同
じ
。
〉
の
光
本
で
あ
る
株
式
又
は
出
資
で
、
そ
の
鵜
余
金
の
腕
当
等
の
鱗
の
生
ず
る
基
留
と
な
る
同
号
に
掲

げ
る
事
由
が
生
ず
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
も
の
の
取
得
〈
瀧
格
合
併
又
は
適
格
分
割
型
分
割
む
よ
る
引
継
、
ぎ
を
会

む
。
〕
を
し
た
場
合
に
お
け
る
そ
の
取
得
を
し
た
株
式
又
は
出
資
に
係
る
剰
余
金
の
記
当
等
の
額
(
そ
の
予
定
さ
れ
て
い

仁

え
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た
事
由
に
基
岡
山
す
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
に
限
る
。
)
に
つ
い
て
は
、
盤
崩
し
な
い
。

第
一
-
卜
四
条
第
一
寝
中
「
鑑
額
」
の
下
に
「
〈
適
格
現
物
分
配
に
係
る
資
産
に
あ
っ
て
は
、
議
該
法
人
の
そ
の
交
付

前
の
当
該
資
擦
の
帳
簿
一
錨
離
に
招
当
ず
る
金
額
}
」
を
加
え
、
岡
聡
鱗
凶
母
中
「
第
六
十
一
条
の
立
構
ふ 

同
議
第
二
ダ
を

i
m

「
第
六
十
…
条
の
ニ
第
十
一
一
一
境
線
二
立
に
敬
め
る
。

第
…
一
十
百
条
第
二
項
中
ぷ
以
社
更
生
一
法
〈
一
平
成
十
題
作
法
体
策
百
五
十
四
符
)
げ
人
は
金
融
機
織
等
の
資
金
手
続
の
特
例
等

に
闘
す
る
法
律
〈
平
成
八
年
法
律
第
九
十
五
号
〉
の
競
建
に
よ
る
い
を
削
り
、

「
と
れ
ら
の
法
控
」
を
「
会
社
更
生
法
(
平

成
卜
凶
年
法
律
第
百
五
十
凶
出
立
又
は
金
一
議
機
梼
等
の
更
生
手
続
の
特
例
等
に
関
す
る
法
棒
(
平
或
八
年
法
律
第
九
十
五

号
)
」
に
改
め
、
同
条
第
一
ニ
寝
中
「
民
事
一
再
生
法
(
平
成
十
一
年
法
律
第
二
百
二
十
五
号
)

の
規
定
立
よ
る
」
を

る。

第
三
十
六
条
第
一
項
第
三
号
中
「
、
第
吾

条
(
謹
続
等
の
場
合
の
所
得
税
額
等
の
還
付
)
、
第
苦

一
一
一
条
」
を

「
又
は
第
百
三
十
三
条
」
に
改
め
、

「
又
は
第
百
三
十
七
条
(
継
続
等
の
場
合
の
一
史
正
に
よ
る
所
得
税
額
等
の
還
付
)
い
を

削
り
ー
同
条
第
一
二
項
中
「
適
格
組
織
再
一
鵜
成
い
を
「
連
絡
合
併
等
」
に
改
め
、
同
条
第
四
説
中
「
支
出
す
ベ
ざ
い
3

骨
化
「
当
諮

他
の
内
開
法
人
に
帰
せ
ら
れ
る
い
に
改
め
、
持
条
第
五
頃
中
川
収
入
ず
べ
き
い
そ
「
当
該
他
の
内
問
法
人
に
鰐
せ
ら
れ
る
い

に
改
め
る
。 

図
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第
一
一
蹴
第
一
章
措
一
節
第
一
一
一
款
中
第
三
割
を
第
四
日
と
し
、
第
ニ
患
の
次
に
次
の
一
回
を
加
え
る
。

第一一一段

受
贈
議

第
一
一
十
五
条
の
一
一

内
摺
法
人
が
各
事
業
年
肢
に
お
い
て
当
該
内
国
法
人
と
の
鵠
に
完
全
文
削
関
係
〈
法
人
に
よ
る
完
全
文

配
関
係
に
眠
る
。
〉
が
あ
る

第
八
十
一
条
の
六
(
連
結
事
業
年
震
に
お
け
る
寄
附
金
の
損
金
不
算
入
)

の
山
内
田
法
人
か
ら
受
け
た
受
糟
議
の
額
〈
第
五
十
七
条
〈
寄
附
金
の
機
金
不
算
入
〉
又
は

の
規
定
を
適
用
し
な
い
と
し
た
場
舎
に
当
該
地

の
内
国
法
人
の
各
事
業
年
震
の
所
得
の
金
額
又
は
各
連
結
事
業
年
度
の
連
結
所
得
の
金
額
の
計
算
上
損
金
の
額
に
算
入
さ

れ
る
第
三
十
七
条
第
七
現
(
第
八
十
一
条
の
六
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
)
に
題
定
す
る
寄
窮
金
の
額

に
対
応
す
る
も
の
に
鍛
る
。
)
は
、
、
滋
設
内
閣
法
人
の
各
事
業
年
選
の
所
得
の
金
額
の
計
算
上
、
益
金
の
額
立
算
入
し
な

2

前
積
立
規
定
す
る
受
鱒
議
の
額
は
、
寄
附
金
、
拠
出
金
、
見
舞
金
そ
の
他
い
ず
れ
の
名
離
そ
も
っ
て
さ
れ
る
か
を
問
わ

ず
、
内
際
法
人
が
金
議
そ
の
飴
の
資
康
又
は
経
済
的
な
利
誌
の
鱒
与
又
治
無
償
の
供
与
〈
広
告
笈
器
及
び
見
本
ロ
閣
の
費
用

そ
の
飽
こ
れ
ら
に
類
す
る
費
用
並
び
に
交
際
費
、
接
待
費
及
、
び
福
利
信
用
生
費
と
さ
れ
る
べ
き
も
の
を
捺
く
。
次
項
に
お
い

て
需
じ
。
)
を
受
け
た
場
合
に
お
け
る
当
該
金
銭
の
襲
若
し
く
は
金
銭
以
外
の
資
産
の
そ
の
贈
与
の
時
に
お
け
る
価
額
又

四
五
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問問六

註
当
該
経
請
的
な
利
益
の
そ
の
供
与
の
時
に
お
け
る
価
額
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

内
冨
法
λ
が
資
産
の
譲
渡
又
は
経
済
的
な
利
益
の
供
与
を
受
け
た
場
合
に
お

て
、
そ
の
譲
護
又
註
供
与
の
対
価
の
額

が
当
該
資
産
の
そ
の
譲
渡
の
時
に
お
け
る
価
額
又
は
当
該
経
済
的
な
利
益
の
そ
の
供
与
む
時
に
お
け
る
担
額
に
比
し
て
低

い
と
き
辻
、
当
該
対
価
の
額
と
当
該
価
額
と
の
差
額
の
う
ち
実
質
的
立
贈
与
文
法
謀
議
の
供
与
を
受
け
た
と
認
め
ら
れ
る

金
額
は
、
前
嘆
の
受
鰭
益
の
額
に
含
ま
れ
る
も
の
と
す
る
。

一
条
第
一
一
明
中
「
適
格
分
社
担
分
割
、
い
を
吋
時
期
格
分
割
、
」
に
、

「
遮
絡
事
後
設
立
〈
い
を
「
遊
格
現
物
分
配

(
漉
格
現
物
分
別
慨
に
あ
っ
て
は
、
残
余
財
践
の
全
部
の
分
配
を
除
く
。
以
下
い
に
、

「
議
格
分
社
盟
分
鎖
線
甘
い
そ
「
適
格
分

制
制
等
い
に
、

「
被
事
後
設
立
法
人
」
仙
台
「
被
現
物
分
配
法
人
」
に
改
め
、
際
条
第
一
一
一
壌
中
「
漉
絡
分
社
部
…
分
割
等
い
そ
「
趨

務
分
創
的
等
い
に
改
め
、
伺
条
概
悶
現
・
中
吋
又
は
適
格
分
割
製
分
割
〈
以
下
こ
の
喚
に
お
い
て
「
漉
絡
合
併
等
い
と
い
う
い
そ

「
マ
〈
は
選
終
現
物
分
院
〈
残
余
黙
産
の
全
部
の
分
肥
に
限
る
」
に
、

「
又
は
分
州
都
法
人
い
を
吋
又
は
現
物
分
配
法
人
」
託
、

吋
泌
総
格
合
併
併
等
の
詩
的
前
日
」
を
「
適
格
合
併
の
自
の
前 
H
又
は 
W
3
該
残
余
財
産
の
磯
建
の
日
い
に
、

「
適
格
分
社
型
分
部

等
」
を
「
適
格
分
都
等
い
に
、

「
事
後
設
立
法
人
い
を
「
現
物
分
担
法
人
」
に
改
め
る
。

第
一
一
一
ト
ニ
条
第
二
項
中
「
適
格
分
社
型
分
割
、
」
を
「
適
格
分
割
、
」
に
、

「
適
格
事
設
設
立
(
以
下
こ
の
項
及
び
次 

第

•  
~ 
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関

七

項
」
を
「
適
格
現
物
分
配
(
漣
絡
現
物
分
配
に
あ
っ
て
は
、
残
余
財
藤
の
ふ
本
部
の
分
慌
を
除
く
。
以
下
と
の
条
い
に
、

務
分
社
艶
分
割
等
」
そ
「
適
格
分
断
料
等
い
に
、

「
被
事
後
設
立
法
人
〈
以
下 
ζ

の
鳴
い
を
「
被
現
物
分
間
法
人
{
以
下
こ
の

条
い
に
改
め
ぺ
同
条
第
一
ニ
項
中
吋
泌
総
格
分
社
提
分
割
等
」
を
「
適
格
分
割
等
い
に
改
め
、
。
同
開
条
第
四
項
中
「
適
格
事
後
設
立

〈
以
下
と
の
噴
」
を
「
適
格
現
物
分
担
(
以
下
こ
め
寝
」
に
、

「
被
事
後
設
立
法
人
に
引
き
継
ぐ
」
を
「
被
現
物
分
配
法
人

に
引
き
纏
、
ぐ
」
-
に
改
め
、
問
項
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

適
格
合
併
又
は
適
格
現
物
分
配
(
残
余
同
財
産
の
全
部
の
分
配
に
隈
る
。
)

当
該
連
絡
合
併
の
直
前
又
は
当
該
適
格

現
物
分
間
に
係
る
残
余
財
醸
の
確
定
の
時
の
繰
緩
資
産

第
三
十
ニ
条
第
四
現
第
二
号
中
「
鰭
格
分
説
盤
分
割
、
灘
格
分
社
製
分
割
、
線
格
現
物
出
資
又
は
滴
格
事
後
設
立
〈
以
下

と
の
勢
波
び
次
壊
に
お
い
て
吋
瀦
格
分
割
塑
一
分
摂
等
い
と
い
う
。
)
」
を
「
議
格
分
割
等
い
に
改
め
、
間
号
イ
中
ぷ
鵬
格
分

割
懇
分
欝
等
に
よ
り
分
割
法
継
法
人
、
被
現
物
出
資
法
人
又
は
被
事
後
設
立
法
人
〈
以
下
こ
の
号
及
び
次
項
に
お
い
て
「
分

翻
承
継
法
人
等
」
と
い
う
。
)
」
を
「
適
格
分
制
的
等
む
よ
り
分
割
承
継
法
人
等
」
に
改
め
、
向
号
口
中
「
適
格
分
社
型
分

割
問
、
』
遥
格
現
物
出
資
(
又
は
適
格
事
後
設
立
に
よ
り
分
割
承
糧
法
火
、
一
被
現
物
出
資
法
人
又
は
被
事
後
設
立
法
人
」
を
一
「
適
格

分
割
等
に
よ
り
分
割
承
継
法
人
等
」
に
改
め
、
部
門
号
八
中
「
遊
絡
分
制
型
分
割
等
」
を
、
「
適
格
分
割
等
」
に
改
め
、
同
条
第 適



五
頃
中
「
瀦
格
分
割
聖
分
割
等
」
を
「
適
格
分
割
等
」
に
改
め
、
河
条
第
六
項
中
「
又
は
適
格
分
割
離
分
割
(
以
下
と
の
項

に
お
い
で

「
適
格
合
併
等
」
と
い
う
い
を
「
又
は
滴
格
現
物
分
蹴
〈
残
余
叫
財
産
の
全
部
の
分
配
に
罷
る
」
に
、

三
〈
は
分
割

法
人
」
を
「
又
は
現
物
分
配
法
人
」
に
、

「
適
格
合
併
等
の
践
の
前
日
」
を
「
適
格
合
需
の
自
の
前
日
又
は
当
該
残
余
叫
財
産

の
確
定
の
沼
」
に
、

「
第
二
項
に
規
定
す
る
適
格
分
社
製
分
割
等
い
を
「
適
格
分
部
等
」
に
、

コ
築
後
設
立
法
人
」
を
「
現

物
分
艶
法
人
」
に
改
め
る
。

第
三
十
三
条
第
三
現
中
「
会
社
更
生
法
又
は
金
融
磯
関
枯
一
寸
の
一
史
生
手
続
の
特
関
等
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
る
」
を
部

同り

コ
」
れ
ら
の
法
律
」
を
「
会
社
更
生
法
又
は
金
融
機
関
等
の
更
生
手
続
の
特
倒
的
等
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
、
同
条
第

凶
項
中
「
民
事
再
生
一
法
の
規
定
に
よ
る
い
を
削
る
。

第
一
二
十
五
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
三
十
五
条

削
除

鶏
百
十
七
条
第
一
一
頃
中
「
連
絡
先
企
支
配
調
係
が
あ
る
連
結
法
人
」
を
「
完
全
支
記
関
係
〈
法
人
に
よ
る
完
全
支
配
関
係

に
限
る
。
〉
が
あ
る
勉
の
内
閣
法
人
」
に
、

「
が
あ
る
と
き
は
、

そ
の
寄
約
金
の
額
い
を
「
(
第
ニ
十
五
条
の
三
〈
受
贈
益

の
溢
金
不
算
入
)

又
は
第
八
十
一
条
の
一
一
一
第
二
慌
〈
第
二
十
五
条
の
ニ
に
係
る
部
分
に
限
る
。
〉

(
個
別
議
金
額
又
は
鰹
則
的 

/
1 
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四
九

yv 損
金
額
の
益
金
又
は
損
金
算
入
)

の
規
定
を
適
用
し
な
い
と
し
た
場
合
に
当
該
他
の
内
国
法
人
の
各
事
業
年
度
の
所
得
の
金

額
又
は
各
連
結
事
業
年
度
の
連
結
所
得
の
金
額
の
計
算
上
益
金
の
額
に
算
入
さ
れ
る
第
二
十
五
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る

受
贈
益
の
額
に
対
応
す
る
も
の
に
限
る
。
)
」
に
改
め
る
。

第
三
十
八
条
第
三
項
中
「
収
入
す
べ
き
」

を
「
当
該
他
の
内
国
法
人
に
帰
せ
ら
れ
る
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
支
出

す
べ
き
」
を

「
当
該
他
の
内
国
法
人
に
帰
せ
ら
れ
る
」
に
改
め
る
。

第
三
十
九
条
第
二
項
中
「
同
項
又
は
」

を
「
同
項
若
し
く
は
」
に
改
め
、

「
受
け
る
配
当
等
の
益
金
不
算
入
)
」

の
下
に

「
又
は
第
六
十
二
条
の
五
第
四
項
(
現
物
分
配
に
よ
る
資
産
の
譲
渡
)
」
を
加
え
る
。

第
四
十
二
条
第
五
項
中
「
適
格
分
社
型
分
割
、
」
を

「
適
格
分
割
、
」
に
、

「
適
格
事
後
設
立
」
を

「
適
格
現
物
分
配
」

伊
」
、
�
 

「
適
格
分
社
型
分
割
等
」
を

「
適
格
分
割
等
」
に
、

「
被
事
後
設
立
法
人
」
を

「
被
現
物
分
配
法
人
」
に
改
め
、
同
条


第
六
項
及
び
第
七
項
中
「
適
格
分
社
型
分
割
等
」
を

「
適
格
分
割
等
」
に
改
め
、
同
条
第
八
項
中
「
被
事
後
設
立
法
人
」
を


「
被
現
物
分
配
法
人
」
に
、

「
適
格
事
後
設
立
」
を

「
適
格
現
物
分
配
」
に
、

「
又
は
事
後
設
立
法
人
」
を
「
又
は
現
物
分


配
法
人
」
に
改
め
る
。

第
四
十
三
条
第
三
項
中
「
被
事
後
設
立
法
人
」
を

「
被
現
物
分
配
法
人
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
適
格
分
社
型
分

〔 

L 
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を
「
適
格
分
割
、
」
に
、

ぷ
端
蕗
事
後
設
立
」
を
「
璃
絡
現
物
一
分
組
」
に
、

「
門
官
事
務
分
裂
等
」
」
に
、

「
適
格
分
社
型
分
割
等
の
」
を
「
連
絡
分
割
等
の
」
に
、

一カハ〉

「
「
鵡
一
格
分
社
縦
一
分
割
等
」
」
を

「
当
該
設
け
た
」
を
「
そ
の
設
け

た
」
に
改
め
、
問
項
第 

ぢ
中
〔
適
格
分
社
型
分
割
等
」
を
「
遥
務
分
欝
等
」
に
、
「
被
事
後
設
立
法
人
(
以
下
こ
の
条
」

J

M

を
「
畿
現
物
分
間
法
人
〈
第
八
項
第
一
一
号
イ
及
び
第
九
項
」
に
積
め
、
出
現
第
一
一
号
中
一
「
漉
格
分
社
型
分
割
等
に
係
る
分
割

承
締
法
人
等
い
を
「
滴
格
分
都
文
は
瀦
絡
現
物
出
資
に
保
る
分
鱗
承
継
法
人
文
は
被
現
物
出
資
法
人
」
に
改
め
、
悶
条
嬬
ト
七

寝
中
ぷ
服
格
分
社
型
分
離
等
い
を
「
連
格
分
割
等
」
に
一
改
め
、
問
問
条
第
八
項
中
「
適
格
事
後
投
芳
一
安
「
濃
格
現
物
分
配
い

に
改
め
、
間
現
第
一
号
中
「
以
下
こ
の
項
」
を
一
。
次
号
」
に
改
め
、
日
間
項
第
三
号
を
削
り
、
同
署
第
一
一
一
号
中
「
譲
格
分
社
刑
十
一

分
割
等
当
該
適
格
分
社
型
分
倒
的
等
」
を
召
胆
格
分
割
等

を
「
適
格
分
割
等
に
際
お
し
て
」
に
改
め
、
同
対
イ
中
ヨ
勉
一
格
分
栓
型
分
割
等
」
を
「
適
格
分
割
等
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中

当
該
遥
格
分
割
等
」
に
、

「
適
搭
分
社
聖
分
割
等
に
際
し
て
」

「
灘
格
分
社
製
分
割
等
に
鍔
る
分
鰐
承
継
法
人
等
い
な
円
減
細
格
分
額
又
は
遡
絡
現
物
出
資
に 
mm
る
分
欝
滋
継
池
山
人
況
は
被
現

物
出
費
法
人
」
に
改
め
、
同
号
を
間
環
第
二
号
と
し
、
河
条
第
九
項
中
「
滴
格
分
割
、
遡
絡
積
物
出
潔
又
は
瀦
格
卒
後
設
立

以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
遥
轄
分
割
等
」
と
い
う
。
)
」
及
び
…
。
譲
格
分
社
型
分
割
等
」
を
「
適
格
分
割
等
」
に
改
め
、

民
条
第
十
一
一
唄
中
「
事
後
設
立
」
を
「
現
物
分
配
」
に
改
め
る
。
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